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「
２
０
２
５
年
の
崖
」
と
は
、
Ｄ
Ｘ
を

実
現
で
き
な
い
こ
と
で
、
２
０
２
５
年

以
降
、
最
大
12
兆
円
／
年
の
経
済
損
失

が
生
じ
る
可
能
性
を
指
し
ま
す
。
そ
の

根
本
に
は
、
日
本
企
業
の
多
く
が
レ
ガ

シ
ー
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
続
け
て
い
る

と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。
レ
ガ
シ
ー

シ
ス
テ
ム
を
、
経
済
産
業
省
は
「
技
術

面
の
老
朽
化
、
シ
ス
テ
ム
の
肥
大
化
・

複
雑
化
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
等
の

問
題
が
あ
り
、そ
の
結
果
と
し
て
経
営
・

事
業
戦
略
上
の
足
枷
、
高
コ
ス
ト
構
造

の
原
因
と
な
る
シ
ス
テ
ム
」
と
定
義
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
使
い
続
け
る
こ
と

に
よ
り
生
じ
る
問
題
点
を
左
図
に
ま
と

め
ま
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
の
継
続
使
用
で
老
朽
化
が

進
む
と
と
も
に
、
①
既
存
シ
ス
テ
ム
に

対
応
で
き
る
知
識
を
も
っ
た
人
材
が
定

年
退
職
を
迎
え
、
技
術
者
が
不
足
す
る
、

②
既
存
シ
ス
テ
ム
に
、
新
た
な
機
能
の

ソ
フ
ト
の
追
加
、
自
社
向
け
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
の
積
み
重
ね
の
結
果
、
シ
ス
テ
ム

の
構
成
が
複
雑
に
な
る
、
③
シ
ス
テ
ム

対
応
が
属
人
化
し
て
他
の
者
で
は
対
応

で
き
な
い
、
と
い
っ
た
事
態
が
起
こ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
代
表
的
な
各
種
シ
ス
テ
ム

の
サ
ポ
ー
ト
終
了

も
大
き
な
懸
念
事

項
で
す
。
２
０
１

４
年
のW

indow
s 

XP

の
サ
ポ
ー
ト

終
了
は
記
憶
に
新

し
い
こ
と
と
思
い

ま
す
。
今
後
、
２

０
２
０
年
に
は

W
indow

s7

、
２

０
２
５
年
に
は
Ｓ

Ａ
Ｐ
の
Ｅ
Ｒ
Ｐ
の

サ
ポ
ー
ト
が
終
了

す
る
予
定
で
す
。

導
入
し
て
い
る
企
業
は
多
く
、
そ
の
影

響
度
は
多
大
な
も
の
と
な
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
と
は

　

Ｄ
Ｘ
を
、
経
済
産
業
省
は
、
＂新
た

な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
出
・
柔
軟
に
改

変
す
る
こ
と
＂
と
し
て
い
ま
す
。
レ
ガ

シ
ー
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
廃
棄
や
塩
漬
け

す
る
も
の
を
仕
分
け
し
、
必
要
な
も
の

に
つ
い
て
は
刷
新
し
つ
つ
、
旧
シ
ス
テ

ム
の
維
持
管
理
費
支
出
の
ウ
ェ
イ
ト
を

低
く
す
る
こ
と
、
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
フ
ル
に
活
用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
上
投

資
効
果
の
高
い
分
野
に
資
金
を
シ
フ
ト

し
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
り
出

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
し
て
は
、

「
５
Ｇ
（
第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ

ム
）」、「
自
動
運
転
」、「
ア
ジ
ャ
イ
ル

開
発
」、「
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）」
等
が

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
回
か
ら
、
こ

れ
ら
を
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

（
㈱
京
都
総
合
経
済
研
究
所

調
査
部
長
　
楢
舘
孝
寿
）

研
究
員
　
　
古
勝
元
彬
）

デジタルトランスフォーメーション
（DX）について―「2025年の崖」とは
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　最近、新聞・雑誌等でよく目にするデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）とはどのようなものでしょうか。また、
その背景にはシステム業界が直面することとなる「2025年の崖」があるといわれています。
　経済産業省はＤＸに関して、平成30年5月に「デジタルトランスフォーメーションに向けた研究会」を発足させて
検討を重ね、9月に中間とりまとめを公表しました。今回は、｢2025年の崖」および「ＤＸとはなにか」について
簡単にご紹介します。

出所：経済産業省資料より当社作成

デジタルトランスフォーメーション（DX）の人材面、技術面

レガシーシステムの問題点
●基幹系システムを21年以上使用する企業数が2015年
20％→2025年60％となり、老朽化が進む

●機能の追加によりシステムが肥大化・複雑化し、対応
できる IT人材が不足する

●各種システムのサポートが順次終了し、システム全体の
見直しが必要となることもある


